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お
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
が
ら
、「
京
都

御
苑
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
は
大
人

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

子
供
の
頃
は
大
方
の
京
都
の
人
と
同
じ
く

「
御
所
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
母
の
実
家
に
近
い
こ
と
も
あ

り
、
丸
太
町
に
住
む
従
姉
妹
に
も
会
え
、

団
栗
拾
い
や
球
戯
の
で
き
る
楽
し
い
遊
び

場
で
し
た
。
祇
園
に
近
く
半
商
業
地
域
の

新
門
前
に
住
む
私
に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な

広
大
さ
で
、
祖
父
の
家
に
行
く
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
「
御
所
」
で
遊
べ
る
か
も
と
い

う
期
待
で
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
皇
室
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
や

ん
ご
と
な
き
場
所
と
い
う
こ
と
は
子
供
な

が
ら
わ
か
っ
て
は
お
り
ま
し
た
。
京
都
の

者
に
と
っ
て
、
歴
史
的
認
識
は
様
々
で
も

皆
一
様
に
、
開
か
れ
た
緑
豊
か
な
広
大
な

場
所
と
し
て
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
京
舞
井
上
流
と
御
所
、

御
苑
の
関
係
は
流
祖
で
あ
る
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
生
ま
れ
の
井
上
サ
ト
が
近

衞
家
ゆ
か
り
の
方
に
お
仕
え
し
、
仙
洞
御

京都御苑、今出川御門。江戸時代、御門西側一帯は摂家である近衞家の敷地であった

毎
年
京
の
春
を
彩
る
祇
園
「
都
を
ど
り
」
は
明
治
維
新
後
、
天
皇
の
東
幸
に
よ
り
衰
退
し
始
め
た

京
都
を
復
興
さ
せ
る
た
め
の
博
覧
会
開
催
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。「
都
を
ど
り
」
を
支
え
る
京
舞

井
上
流
は
、
そ
の
創
始
に
お
い
て
京
都
御
所
や
御
苑
に
あ
っ
た
近
衞
家
と
縁
が
深
い
。
人
間
国
宝

で
あ
り
、
京
舞
井
上
流
の
井
上
八
千
代
五
世
家
元
に
話
を
伺
っ
た
。

京
舞
井
上
流
と
京
都
御
所

井
上
八
千
代
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は
殻
斗
果
、
通
称
ド
ン
グ
リ
を
稔
ら

せ
る
。
母
樹
の
下
に
落
ち
て
い
る
ド

ン
グ
リ
を
割
っ
て
み
る
と
、
堅
い
果

皮
の
中
に
、
茶
色
の
薄
い
種
皮
に
包

ま
れ
た
種
子
が
入
っ
て
い
る
。
種
子

は
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
に
二
つ
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
発
芽

時
に
開
く
子
葉
に
あ
た
る
。
ド
ン
グ

リ
の
母
樹
が
、
芽
生
え
が
周
囲
の
植

物
と
の
競
争
に
少
し
で
も
有
利
な
よ

う
に
、
子
葉
に
栄
養
物
質
で
あ
る
デ

ン
プ
ン
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。
ド

ン
グ
リ
は
動
物
に
連
れ
去
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
落
下
後
二
週
間
ほ
ど
で
発

根
し
、
土
に
固
定
さ
れ
る
。
子
葉
は

果
皮
の
中
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
、
春

に
な
っ
て
も
地
上
に
は
現
れ
な
い
。

母
樹
に
と
っ
て
の
こ
の
生
前
贈
与
は

大
仕
事
で
、
開
花
直
後
に
枯
れ
た

り
、
大
き
く
な
ら
な
い
雌
し
べ
も
あ

る
。
な
お
、
ク
ヌ
ギ
や
ア
ベ
マ
キ
の

ド
ン
グ
リ
は
開
花
し
た
翌
年
に
大
き

く
な
っ
て
結
実
す
る
。
夏
に
光
合
成

で
得
ら
れ
た
〝
稼
ぎ
〟
を
母
樹
が
ど

の
よ
う
に
分
け
与
え
る
の
か
は
、
少

子
化
の
現
代
の
日
本
人
の
有
り
様
に

似
て
い
て
興
味
深
い
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
新
天
地
を

求
め
て
遠
く
ま
で
種
子
を
送
り
出
す

紅
葉
や
黄
葉
に
彩
ら
れ
た
御
苑
の

秋
。
そ
れ
は
木
々
や
草
た
ち
の
冬
支

度
の
始
ま
り
の
季
節
で
も
あ
る
。
そ

の
賑
わ
い
の
中
で
、
多
く
の
植
物
た

ち
は
そ
の
年
の
成
果
と
し
て
、
果
実

や
種
子
を
誇
ら
し
げ
に
付
け
て
い

る
。
植
物
に
と
っ
て
果
実
や
種
子

は
、
次
の
世
代
に
命
を
つ
な
い
で
い

く
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
稔
り

の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
さ
に
植
物
た
ち
の

子
育
て
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

御
苑
の
秋
の
稔
り
の
代
表
格
で
あ

る
ド
ン
グ
リ
の
仲
間
を
見
て
み
よ

う
。
御
苑
の
樹
林
に
は
多
く
の
ブ
ナ

科
の
植
物
が
暮
ら
し
て
い
て
、
秋
に

あ
っ
た
公
家
屋
敷
も
空
き
家
同
然
と
な
り

荒
廃
、
京
都
自
体
も
寂
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
明
治
四
年
京
都
府
が
設
置
さ
れ
、
知

事
に
長
谷
信
篤
、
参
事
に
槇
村
正
直
が
着

任
し
、
京
の
伝
統
保
存
と
近
代
都
市
建
設

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
御
所
に
天
皇
不
在

と
い
う
核
を
失
っ
た
な
か
早
速
御
苑
整
備

を
計
り
、
御
所
、
仙
洞
御
所
で
博
覧
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
余
り

に
も
急
な
こ
と
で
成
果
が
上
が
ら
ず
、
満

を
持
し
て
翌
明
治
五
年
「
京
都
博
覧
社
」

を
設
立
し
、
開
催
さ
れ
た
「
内
国
博
覧
会
」

に
「
附
博
覧
」
と
称
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

所
の
女
官
が
た
に
も
舞
の
お
手
ほ
ど
き
を

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
サ
ト
は
井
上
八
千
代
と
名
乗
り
、
後

に
姪
の
井
上
ア
ヤ
に
八
千
代
の
名
を
譲
り

ま
す
。
初
世
、
二
世
は
金
剛
流
能
楽
の
影

響
も
受
け
、
御
所
風
（
堂
上
風
）
と
い
わ

れ
る
井
上
流
の
芸
風
を
確
立
し
た
よ
う
で

す
。二

世
の
時
代
よ
り
祇
園
で
舞
の
師
匠
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
時

代
は
幕
末
、
明
治
維
新
へ
と
大
き
く
移
り

ま
す
。
遷
都
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
公
家
方

も
東
京
へ
移
ら
れ
、
御
所
周
辺
に
多
く

草
木
や
生
き
も
の
が
語
り
か
け
て
い
る
こ
と

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
～

御
苑
の
植
物
の
子
育
て
戦
略
に
学
ぶ

山
雅
男

ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
祇
園
一

力
の
九
代
目
当
主
杉
浦
治
郎
右
衛
門
が
提

案
し
、
三
世
井
上
八
千
代
（
春
子
）
を
振

付
に
起
用
し
た
「
都
を
ど
り
」
は
大
好
評

を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
成
功
に
よ
り

井
上
流
は
祇
園
と
の
結
び
つ
き
を
深
く
し

ま
し
た
。　

御
苑
は
そ
の
後
、
明
治
天
皇
の
勅
に
よ

り
次
第
に
整
備
さ
れ
京
都
人
の
憩
い
の
場

と
し
て
今
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。「
都

を
ど
り
」
も
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成

の
御
代
を
経
て
令
和
と
な
っ
た
今
も
毎
年

京
都
の
春
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

「
都
を
ど
り
」
の
作
詞
者
に
は
冷
泉
為

紀
氏
や
国
学
者
猪
熊
浅
麻
呂
・
兼
繁
氏

等
、
御
所
関
係
の
方
々
も
多
く
「
都
を
ど

り
は
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
」
の
掛
け
声
で
知
ら

れ
る
第
一
景
「
置
歌
（
お
き
う
た
）」
の

場
の
背
景
が
銀
襖
で
あ
る
こ
と
は
井
上
流

の
京
舞
が
御
所
で
生
ま
れ
た
こ
と
の
象
徴

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
ざ

ら
い
の
こ
と
を
修
礼
（
し
ゅ
ら
い
）
と
呼

び
ま
す
。
修
礼
は
宮
中
行
事
な
ど
で
予
行

練
習
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
す

の
で
、
こ
れ
も
御
所
と
関
わ
り
の
深
か
っ

た
頃
の
名
残
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

御
苑
に
伺
い
ま
す
と
、
こ
こ
は
、
京
都

に
生
き
た
人
々
の
思
い
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
に
詰
ま
っ
た
場
所
と
い
う
気
が
い
た
し

ま
す
。
そ
こ
に
立
て
ば
心
は
解
放
さ
れ
ま

す
が
、
い
つ
ま
で
も
背
筋
を
伸
ば
し
て

立
っ
て
い
た
い
。
そ
ん
な
空
間
が
令
和
の

御
代
に
も
身
近
に
あ
る
こ
と
の
有
難
さ
を

し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
人
間
国
宝　

京
舞
井
上
流 

五
世
家
元
）

栄養たっぷりのアラカシのドングリ

←

→

都をどりの錦絵（8枚続）　顔は当時の俳優の似顔絵 提供:祇園甲部歌舞会
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建
て
ら
れ
た
貴
重
な
数
寄
屋
建
築
と
庭
が

二
〇
〇
九
年
に
取
り
壊
し
の
危
機
に
遭

い
、
有
志
に
よ
る
保
存
活
動
に
よ
っ
て
解

体
を
免
れ
、
現
代
の
学
問
所
と
し
て
再
生

を
果
た
し
た
の
が
「
有
斐
斎
弘
道
館
」
で

す
。
皆
川
淇
園
は
「
開
物
学
」
と
い
う
、

独
自
で
難
解
な
学
問
を
創
始
し
た
こ
と
で

有
名
で
す
が
、
詩
文
や
書
画
に
も
優
れ
た

風
流
人
で
し
た
。
ま
た
、
円
山
応
挙
、
与

謝
蕪
村
、
長
沢
蘆

雪
ら
と
親
し
く
交

わ
り
書
画
会
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

な
ど
、
多
く
の
文

化
人
と
親
交
を
結

び
ま
し
た
。
現
在

も
建
物
と
庭
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め

「
弘
道
館
」
と
は
学
問
所
の
意
で
、
江

戸
時
代
に
は
全
国
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
中

で
も
当
時
著
名
だ
っ
た
儒
者
・
皆
川
淇
園

が
一
八
〇
六
年
に
創
設
し
た
弘
道
館
は
、

全
国
か
ら
三
千
人
の
門
弟
が
集
っ
た
と
さ

れ
る
有
名
な
場
所
で
し
た
。
そ
の
址
地
に

ら
っ
て
発
芽
す
る
。

赤
や
青
、
紫
や
黄
な
ど
色
と
り
ど

り
の
果
実
は
、
多
汁
質
や
多
肉
質
の

果
肉
を
持
っ
て
い
て
液
果
と
呼
ば
れ

る
。
鳥
な
ど
に
食
べ
ら
れ
て
運
ば

れ
、
糞
と
し
て
排
出
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
種
子
が
熟
す
前
に
食
べ
ら
れ

て
は
困
る
の
で
、
未
熟
な
果
実
に
渋

味
や
毒
を
持
た
せ
た
り
す
る
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、
発
芽
抑
制
物
質
を
含

ん
だ
果
肉
が
、
動
物
に
食
べ
ら
れ
る

こ
と
で
除
去
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
二
重
、
三
重
に
策

を
め
ぐ
ら
し
、
種
子
が
遠
く
に
散
布

さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

動
物
の
体
毛
や
羽
毛
に
付
着
し
て

運
ば
れ
る
も
の
に
は
、
鈎
で
付
着
す

る
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
や
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、

刺
状
の
冠
毛
で
付
着
す
る
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
、
粘
液
を
分
泌
す
る
チ
ジ
ミ
ザ

サ
や
メ
ナ
モ
ミ
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

親
が
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
姿

は
、
人
も
植
物
も
同
じ
だ
と
思
う
と

感
慨
深
い
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
／
神
戸
教
育
短
期
大
学
教
授
）

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
植
物
も
見
ら
れ
る
。
典
型
的

な
も
の
に
は
種
子
を
軽
量
化
し
、
時

に
は
翼
や
毛
を
発
達
さ
せ
る
風
散
布

種
子
が
あ
る
。
カ
エ
デ
の
果
実
は
雌

し
べ
の
子
房
壁
が
発
達
し
て
翼
状
に

な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
真

下
に
落
ち
る
が
、
果
実
の
中
央
で
二

つ
に
割
れ
る
と
、
種
子
の
部
分
を
中

心
に
円
弧
を
描
い
て
落
下
す
る
。
滞

空
時
間
を
長
く
し
、
風
の
力
で
遠
方

ま
で
散
布
さ
れ
る
仕
掛
け
で
あ
る
。

御
苑
で
翼
を
持
っ
た
種
子
を
付
け
る

植
物
に
は
ア
カ
マ
ツ
や
ニ
ワ
ウ
ル
シ

が
あ
る
。
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
や
セ
ン
ニ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
種
子
も
特
徴
的
な
羽

毛
が
あ
っ
て
風
で
運
ば
れ
る
。
ア
セ

ビ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
、
種
子
を

小
さ
く
軽
く
し
て
風
で
運
ば
れ
る

が
、
御
苑
の
芝
生
の
ネ
ジ
バ
ナ
な
ど

ラ
ン
の
仲
間
は
、
種
子
を
小
さ
く
し

過
ぎ
た
た
め
に
、
親
か
ら
貰
っ
た
栄

養
だ
け
で
は
発
芽
で
き
ず
、
地
中
に

生
息
す
る
ラ
ン
菌
か
ら
栄
養
を
も遠くに届けニワウルシの翼果

赤くておいしそうなモチノキの液果

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

─
現
代
の
学
問
所
・
和
の
文
化
サ
ロ
ン
─

　
有 
斐 

斎 

弘 

道 

館�

濱
崎
加
奈
子

の
活
動
は
続
い
て
お
り
、
同
時
に
、
淇
園

の
時
代
の
「
弘
道
館
」
に
な
ら
い
、
日
本

文
化
の
研
究
・
教
育
機
関
と
し
て
、
ま
た

学
問
・
芸
術
サ
ロ
ン
と
し
て
、
茶
会
や
、

文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
講
座
、
企
業
研
修
、

能
楽
や
香
道
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
楽
し
む

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（（
公
財
）有
斐
斎
弘
道
館
代
表
理
事・館
長
）
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木神社と上田秋成の縁
ゆかり

担当教員：藤原英城  森上亜希子

京都御苑の東側にたたずむ梨木神社は、
九世紀に栄えた藤原良房の娘明子の里
御所の跡で、京都の三名水の一つであ
る「染井」が有名です。その参道の側
らに上田秋成の歌碑が建立されていま
す。上田秋成は江戸中期の国学者、歌人、
読本作家であり、梨木神社の東南にあっ
た羽

は

倉
くら

信
のぶ

美
よし

宅で没しました。秋成の代
表作である『雨月物語』は中国の口語
体小説を翻案した小説です。その中の

「菊
き っ か

花の約
ちぎり

」という話には、義兄弟の契
りを結んだ二人が九月九日（重陽の節
句）に再会の約束を誓う場面が描かれ
ます。現代では桃や端午の節句が親し
まれていますが、重陽の節句では宮中
行事の一つに、杯に菊の花を浮かべた
菊酒を酌み交わす風習がありました。
今年の九月九日は秋成の小説を片手に
菊酒を味わってはいかがでしょうか。

上田秋成歌碑 梨木神社社殿
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編集 監修

編集後記

会員募集（2019年度）のお知らせ
2019年度（2019年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

井上家元が子供の頃御苑でドングリを拾った
思い出を語られているが、御所・御苑界隈はド
ングリに代表される様 な々シーズ（種）の発祥
の地になっているのかもしれない。御苑の樹木
しかり、学問や芸術もしかり。令和の時代もそ
の命を紡いでいきたい。（発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然を紹介しています。
中庭を巡る回廊やレクチャーホールもあり、御
苑マップや苑内の見どころなど旬の情報を提供
しています。
開館時間：9：00～16：30（入場は16：00まで）/無料
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
ミニガイド：11：00～、15：00～
アクセス：�間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄
　　　　　丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。
公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30

～15:30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：��茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます。利
用料については
協会ホームペー
ジをご覧ください。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
中立売休憩所『京都御苑�檜垣茶寮』
営業時間： 9:00～17:30（10月以降16：30まで）
京都御所前に位置しており、御所参観へのアクセス
は抜群です。セットメニューから軽食、カフェまで木の
香る落ち着いた雰囲気の中でお食事ができます。売
店『檜垣』では、御所限定のオリジナル商品を多数
取り揃えています。KYOTO-WiFiも利用可能。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）       軽食・喫茶にご利用ください。
営業時間： 9:00～16:30

駐車場

料金：乗用車800円 （最初の3時間）
　　　以降30分毎100円
　　　バス2,000円（最初の3時間）
　　　以降1時間毎300円 ＊夜間料金の設定あり。

中立売駐車場（乗用車、バス併用）
入場　7:40～19:30　出場　24時間

（高さ2.3m以上の車両はバス料金となります）
清和院駐車場（乗用車専用）
入・出場　8:40～20:00（20:00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

公 開 日：�� 通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間：�9月/9：00～15：50（最終退出は16：30）
　　　　　10～11月/9：00～15：20（最終退出は16：00）
入 場 門：�清所門
お問合せ：�宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申込に加えて当日受付も行われています。
当日受付：�京都仙洞御所にて11時頃から先着順に整理

券を配布。（満員になり次第終了）
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：�迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金：�大人1,500～2,000円　大学生1,000～1,500円
　　　　　中高生500～700円
お問合せ：�迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都御苑子ども「きのこ」教室

秋の御苑のきのこを親子で観察する子ども「きのこ」
教室を今年も開催します。
詳細については、協会ホームページをご覧ください。
日　　時：令和元年11月17日（日）10：00～12：00
お問合せ：�（一財）国民公園協会京都御苑

京都御苑Instagram／Twitterで最新の情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

御所の華弁当　右近の橘（要予約）

売店『京都御苑 檜垣』

Ⓒ

京都御苑秋の自然教室

日　時：�令和元年10月20日（日）　9：30～12：00
受　付：�9：00～9：20
集　合：��閑院宮邸跡前（御苑南西角　地下鉄丸

太町 市バス烏丸丸太町徒歩5分）
講　師：�京都自然観察学習会の先生方
内　容：��秋の御苑の植物、キノコ、昆虫や野

鳥の生態を観察します。
参加費：�100円（保険代）
主　催：�環境省京都御苑管理事務所
運　営：�（一財）国民公園協会京都御苑
その他：��筆記用具、雨具・水筒の準備、野外活動

に適した服装でご参加ください。ルーペ、
双眼鏡など観察用具があると便利です。

＊ 当日7：00時点で気象警報が発令されている場
合など、やむなく中止することがあります。京都御所紫宸殿

京都迎賓館
藤の間

ホトトギスと拾翠亭

9月 10月 11月 12月

7月〜9月

ハギ〈児童公園、凝華洞跡東側付近〉

9月中旬

ヒガンバナ〈御苑内の各草地〉

11月〜2月

サザンカ〈児童公園付近〉

10月〜4月

ジュウガツザクラ〈出水付近〉

御
苑
の
花
暦


